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ネット福島
（福島県土地改良事業団体連合会）

会長　車　田　次　夫

　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　皆様におかれましては、ご壮健で佳き新年を

迎えられたことと、心からお慶び申し上げます。

　また、日頃より本会の業務推進に格別のご理

解とご協力を頂いておりますことに、厚く御礼

を申し上げます。

　さて、昨年３月に決定された「食料・農業・

農村基本計画」には、本県が引き続き取り組む

東日本大震災からの復旧・復興と大規模自然災

害への対応に加え、農業・農村が力強く歩んで

いくために必要な施策が盛り込まれました。

　これを受け、昨年末に決定された国の補正予

算及び令和３年度当初予算においては施策の

実現に必要な予算が計上されたところです。

　これら予算の大きな柱の一つが「国土強靭

化」です。農業水利施設やため池はもとより、

ほ場整備に象徴される農業生産基盤の整備に

ついても、防災・減災の側面からも重要性が

しっかりと評価されています。

　併せて注目したいのは、土地改良区への支援

が強化されたことです。これは、農業・農村に

欠かせない存在である土地改良区に対する国

民の期待の現れですが、まだまだ課題は多く、

さらなる支援の強化が必要となっています。

　本会といたしましては、多面的機能の維持・

発揮や農村環境整備を含めて、農業農村整備全

般に携わる土地改良区の皆様の課題解消に努

め、本県の水・土・里がさらに魅力的となるよ

う、会員の皆様と力を合わせて農業農村整備事

業等に積極的に取り組んで参ります。

　結びに、皆様にとって新しい年が幸多い年と

なりますようお祈り申し上げまして、新年のご

挨拶といたします。

新年のごあいさつ
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都道府県水土里ネット会長会議顧問

参議院議員　進　藤　金日子

　新年明けましておめでとうございます。福島

県の皆様には、昨年の「進藤金日子と農山漁村

を考える会」等の政経セミナーへのご協力をは

じめ、日頃から大変お世話になり、新年を迎え

るに当たり衷心より感謝申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症に翻弄さ

れた一年でした。昨年、新年を迎えた時には、

まさかこのような事態に陥るとは誰もが想像

だにしていなかったと思います。まずは、この

コロナ禍を国民一体となって乗り越え、克服す

ることが最重要課題です。

　さて、令和２年度第３次補正予算と令和３年

度予算の政府案が閣議決定されました。まず

は、３か年緊急対策に引き続き「防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策」が事業

規模15兆円程度で実施されることになりまし

た。土地改良予算に関しては、令和３年度に執

行可能な予算として全国各地域の要請に基づ

き、補正と当初を合わせて6,300億円確保できま

した。令和２年度第３次補正予算は1,855億円で

あり、「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づ

く施策の実施関連で700億円、防災・減災、国

土強靭化と災害復旧の推進関連で1,155億円計

上されています。また、令和３年度予算は4,445

億円であり、食料安全保障の確立と国土保全等

を図ることが明確化され、収益性・防災性の向

上に資する農地の大区画化、水田の畑地化・汎

用化、農業水利施設の維持・保全等を実施する

土地改良事業を重点的に推進することとして

います。また、防災・減災、国土強靭化の推進

に関連して、激甚化する災害に備えるため、た

め池や農業水利施設の整備を推進することと

しています。更にポストコロナを見据えた農村

の定住条件を整備する農村整備事業も盛り込

まれています。これら予算案については、通常

国会で審議されますが、まずは令和２年度第３

次補正予算の早期成立に向けて全力を尽くし、

令和３年度予算の年度内成立に向けて努力し

て参る所存です。

　昨年は、宮崎雅夫参議院議員と連携して一定の

成果を出すことが出来ました。「防災重点農業用た

め池に係る防災工事等の推進に関する特別措置

法」の議員立法による制定、自民党農村基盤整備

議員連盟（二階俊博会長）として「農業農村の振興

を先導する土地改良」（全国事例集）の発刊できた

こと、自民党女性局機関誌の「りぶる」での土地改

良特集の実施などが挙げられます。加えて、土地改

良関係者をはじめ多くの方々から様 な々ご意見をお

聴きし、こうした声を国会質問に反映したり、自民

党部会等で発言したり、農水省に直接伝えることな

どにより、課題解決の一助となった例も多くなって

きました。引き続き緊張感を持って農業・農村の振

興に向け、しっかりと活動を進めて参る所存です。

　福島県の皆様にとって本年が素晴らしい年であり

ますよう祈念いたしますとともに、更なるご指導とご

支援をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
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　明けましておめでとうございます。福島県の

土地改良関係の皆さまに謹んで初春のお慶び

を申し上げます。

　皆さま方には、平素より土地改良の推進、農

業農村の活性化にご尽力いただいております

ことに敬意を表しますとともに、私の国政活動

にご支援を賜り心より感謝申し上げます。ま

た、昨年は全国的に新型コロナウイルス感染症

や豪雨災害など、例年にも増して厳しい状況に

見舞われ、影響や被害等に遭われた方々に衷心

よりお見舞い申し上げますとともに、速やかな

復旧に向け私も最大限の努力をしてまいる所

存です。

　さて、昨年の通常国会では、近年の頻発化、

激甚化する自然災害対策への全国各地からの

ご要望を踏まえ、進藤金日子参議院議員と取り

組んだ議員立法「防災重点農業用ため池に係る

防災工事等の推進に関する特別措置法」の成立

により新たな法的枠組みをつくることができ

ました。これを受けて11月には農林水産大臣、

総務大臣、防災担当大臣による三大臣会合が持

たれ、地方財政措置の拡充など事業推進に向け

た対応が進められています。

　また、皆さま方ご関心の、防災・減災、国土

強靭化対策については、現行の３カ年緊急対策

に続き令和７年度までの５カ年加速化対策と

して、激甚化する風水害等対策、予防保全に向

けた老朽化対策、国土強靱化対策のデジタル化

など、取組のさらなる加速化、深化を図ること

としており、防災重点農業用ため池や農業水利

施設等の老朽化対策、予防保全が加速化される

こととなります。

　農業農村整備関係予算については、皆さま方

のご尽力を賜りながら、総額6,300億円（当初

4,445億円、補正：国土強靭化加速化対策1,155億

円、TPP対策700億円）を確保することができ

ました。１月開会の通常国会では、これら予算

ならびに関連法案の早期成立に向け、引き続き

努力して参る所存です。

　また、コロナ禍の中で生まれつつある都市か

ら農村への人の流れをとらえ、農村インフラの

持続性確保や情報通信環境整備などにもしっ

かりと取り組んでいかなければなりません。さ

らに、多くの食料を海外に依存している我が国

にとって食料安全保障は重要な課題であり、食

糧自給率向上に向けた取組と併せて生産性の

高い農地や農業水利施設を次世代にしっかり

と引き継いでいかなければなりません。これか

らも進藤議員とともに、農業農村を守り発展さ

せていくため、土地改良の計画的な推進と必要

な予算の安定的確保に向け、皆さま方からご指

導をいただきながら努力してまいります。

　結びに、福島県の皆さまのご健勝とご多幸を

祈念するとともに、本年も変わらぬご支援を賜

りますようお願い申し上げ新年の挨拶といた

します。

都道府県水土里ネット会長会議顧問

参議院議員　宮　崎　雅　夫

新年のごあいさつ
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　令和２年度第１回理事会が、６月23日㈫、県土地改良会館　役員会議室において開催された。

　車田会長より挨拶の後、会長を議長として議事に入り各議案が審議され、慎重審議の結果、原案どおり可決承

認された。

　令和２年度第２回理事会が、12月18日㈮、県土地改良会館　役員会議室において開催された。

　理事会は、会長を議長として議事に入り提案された各議案が慎重審議の結果、全議案とも原案どおり可決承認

された。

令和２年度　第１回理事会開催

令和２年度　第２回理事会開催

　　　　　　　令和元年度事業報告・財産目録
　　　　　　　及び収支決算の承認について

　　　　　　　令和２年度一般賦課金の
　　　　　　　免除会員について

　　　　　　　諸規程の一部改正について

　　　　　　　濃度計量証明規程の廃止について

　　　　　　　土地改良基金融資保証審査委員
　　　　　　　会委員の委嘱について

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

提出議案

　　　　　　　諸規定の一部改正について

　　　　　　　令和２年度事業変更計画及び

　　　　　　　収支補正予算について

議案第１号

議案第２号

提出議案
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　令和２年度　秋の叙勲において、橋本幸一氏に旭日小綬章が授与されました。

　１月19日付けの株式会社日本政策金融公庫の農業基盤整備資金の金利改定について、下記のとおりお知らせ

します。

　問い合わせ先：㈱日本政策金融公庫　福島支店　農林水産事業　TEL：024–521–3328

◎　株式会社日本政策金融公庫

令和２年度　秋の叙勲

農業基盤整備資金の金利改定について

（単位：％）

区　　分

改　　定　　前 改　　定　　後

融資期間に
かかわらず

融資期間別（一例） 融資期間に
かかわらず

融資期間別（一例）

5年 10年 15年 20年 5年 10年 15年 20年

都道府県営補助残 0.35 － － － － 0.35

団体営補助残 0.20 － － － － 0.20 － － － －

非補助一般 0.20 － － － － 0.20 － － － －

非補助利子軽減 0.20 － － － － 0.20 － － － －

災害復旧 0.16 0.16 0.20 0.20 0.16 0.16 0.20 0.20
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（注）　１．金額は関係ベース。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

（注）　１．金額は、関係ベース。２年度予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
　　　４．農業農村整備事業関係予算は、6,300億円。
　　　・農業農村整備事業 3,333億円
　　　・農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備分 595億円
　　　・非公共の農業農村整備関連事業 518億円
　　　 （農地耕作条件改善事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業、農山漁村振興交付金）
　　　・２年度３次補正額（農業農村整備事業） 1,855億円

令和３年度　農林水産関係予算の骨子
１  総　括　表

２  公共事業費一覧

区　　　分 ２年度
予　算　額

３年度
概算決定額

２年度３次補正
追　加　額

億円 億円 億円
農林水産予算額
� （対前年度比）

23,109
－

23,050
99.7%

10,519

１．公共事業費
� （対前年度比）

6,989
－

6,995
100.1%

4,549

　　一般公共事業費
� （対前年度比）

6,793
－

6,797
100.1%

3,099

　　災害復旧等事業費
� （対前年度比）

196
－

198
101.2%

1,449

２．非公共事業費
� （対前年度比）

16,120
－

16,055
99.6%

5,971

区　　　分 ２年度
予　算　額

３年度
概算決定額

２年度３次補正
追　加　額

億円 億円 億円
農業農村整備
� （対前年度比）

3,264 3,333
102.1%

1,855

林 �野 �公 �共
� （対前年度比）

1,830 1,868
102.1%

957

治　　　　山
� （対前年度比）

607 619
102.1%

461

森 �林 �整 �備
� （対前年度比）

1,223 1,248
102.1%

496

水産基盤整備
� （対前年度比）

711 726
102.1%

280

海　　　　岸
� （対前年度比）

45 63
140.1

7

農山漁村地域整備交付金
� （対前年度比）

943 807
85.6%

－

一般公共事業費計
� （対前年度比）

6,793 6,797
100.1%

3,099

災�害�復�旧�等
� （対前年度比）

196 198
101.2%

1,449

公共事業費計
� （対前年度比）

6,989 6,995
100.1%

4,549
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令和３年度　農村振興局関係予算　概算決定の概要
１  主要予算総括表

２  非公共予算の概要

事　　　項
令和２年度
当初予算額

A

令和２年度
補正予算額

令和３年度
概算決定額

B
対前年度比
B／A（％）

一般会計

公共事業 4,326 2,873 4,263 98.5%

農業農村整備事業 3,264 1,855 3,333 102.1%

農山漁村地域整備交付金 943 － 807 85.6%

海岸事業 36 1 39 108.7%

災害復旧等事業 83 1,017 84 101.2%

非公共事業 1,553 24 1,559 100.4%

予算総額 5,879 2,897 5,822 99.0%

事　　　項 令和２年度
当初予算額

令和２年度
補正予算額

令和３年度
概算決定額

対前年度比
(％)

主な事項

農地耕作条件改善事業 24,990 — 24,790 99.2%

農業水路等長寿命化・防災減災事業 25,813 — 25,813 100.0%

多面的機能支払交付金 48,652 — 48,652 100.0%

中山間地域等直接支払交付金
※令和元年度予算は中山間ルネッサンス推進事業分（252百万円）を除いた額 26,100 — 26,100 100.0%

農山漁村振興交付金
※「農泊」の推進、山村活性化支援交付金等を含む 9,805 — 9,805 100.0%

鳥獣被害防止総合対策交付金等 10,010
（所要額） 　　
3,920 ※１ 12,050 ※２ 120.4%

特殊自然災害対策施設緊急整備事業 300 — 300 100.0%

有明海再生対策（農村振興局計上分） 1,000 — 1,000 100.0%

中山間地域所得確保対策 — 100 — —

農村振興局　非公共予算総額 155,273 2,390 155,883 100.4%

（注）　１．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　２．令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。
　　　３．計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。
　　　４．農山漁村地域整備交付金は、林野庁及び水産庁分を含む農林水産省の全体の額である。

（注）　○　計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　○　農村振興局　非公共予算総額は、主な事項以外の事業等も含めた総額を指す。
　　　※１　令和２年度補正予算の2,290百万円等。
　　　※２　令和３年度当初の多面的機能支払交付金中の560百万円、中山間地域等直接支払交付金中の485百万円を含む。

（単位：億円）

（単位：百万円）
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令和２年度
予算額

令和３年度
概算決定額
Ａ

令和２年度
補正追加額
Ｂ

合計
A＋B

農業農村整備事業（公共）� 3,264 3,333
(102.1%) 1,855 5,188

(158.9%)

農業農村整備関連事業（非公共） 508 518
(102.0%)

518
(102.0%)

農地耕作条件改善事業
農業水路等長寿命化・防災減災事業
農山漁村振興交付金

農山漁村地域整備交付金（公共）
（農業農村整備分）

661 595
(90.0%)

595
(90.0%)

計 4,433 4,445
(100.3%) 1,855 6,300

(142.1%)

�
︱
︱
︱
�

�
︱
︱
︱
�

（注）　１．計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。
　　　２．令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。
　　　３．令和２年度補正予算額はTPP等関連対策及び防災・減災、国土強靭化の推進のための対策が対象。
　　　４．農山漁村振興交付金は情報通信環境整備対策及び最適土地利用対策である。

（単位：億円）

農業農村整備事業関係予算　概算決定の概要
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事　　　項
令和２年度
当初予算額
①

令和３年度
概算決定額
②

令和２年度
補正予算額
③

令和2年度
補正予算額
＋

令和３年度
概算決定額
②+③=④

対前年度比
（％）
②/①

対前年度比
（％）
④/①

農業農村整備事業

国営かんがい排水 1,083 1,062 98.1% 191 1,253 115.7%

国営農地再編整備 351 374 106.4% 178 552 157.1%

国営総合農地防災 241 268 111.2% 76 344 142.8%

直轄地すべり 2 3 200.0% — 3 200.0%

水資源開発 71 75 104.4% 4 79 110.4%

農業競争力強化基盤整備 716 680 95.0% 955 1,636 228.4%

中山間地域農業農村総合整備 50 57 113.7% 10 66 132.7%

農村地域防災減災 441 450 102.1% 441 891 202.1%

農村整備 — 63 皆増 — 63 皆増

土地改良施設管理 177 172 96.8% — 172 96.8%

その他 132 129 98.0% — 129 98.0%

計 3,264 3,333 102.1% 1,855 5,188 158.9%

（注）　１．計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。
　　　２．令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。
　　　３．令和２年度補正予算額はTPP等関連対策及び防災・減災、国土強靭化の推進のための対策が対象。
　　　４．その他には後進地域開発特例法適用団体土地改良等関係開発指定事業補助率差額金を含む。
　　　５．国営総合農地防災には土地改良施設突発事故復旧事業（直轄）、農村地域防災減災には土地改良施設突発事故復旧事業（補助）を含む。

（単位：億円）

農業農村整備事業の概要
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１　「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づく施策の実施
⑴　次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成

①　農地の更なる大区画化・汎用化の推進＜公共＞ 188億円
・農地中間管理事業の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集約化を加速
化してコメの生産コストの大幅な削減等を図るため、農地の大区画化や排水対策、
水管理の省力化等の整備を実施・支援

②　中山間地域所得確保対策 １億円
・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の策定と実践を、基盤整備等
の関連事業と併せて総合的に支援

このほか関係中山間地域優先枠
199億円

③　鳥獣被害防止総合対策 23億円
・中山間地域等での農作物の被害の低減を図るため、鳥獣の侵入防止柵の整備、効率
的・効果的な捕獲に向けた生息調査の実施、現場での実践的な捕獲者育成研修の実
施等を支援
・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するため、ジビエ処理加工施設と流
通業者の連携による販売促進等を支援

⑵　国際競争力のある産地イノベーションの促進

○　水田の畑地化、畑地・樹園地の高機能化等の推進＜公共＞ 448億円
・高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進するため、排水改良等による水田
の畑地化・汎用化や、畑地かんがい施設の整備等による畑地・樹園地の高機能化等
の基盤整備を実施・支援

⑶　畜産・酪農収益力強化総合プロジェクトの推進

○　草地整備の推進＜公共＞ 64億円
・畜産クラスター計画を策定した地域での効率的な飼料生産に資する草地整備を実
施・支援

２　防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進
⑴　防災・減災、国土強靱化の推進

①　農業水利施設、ため池等の対策＜公共＞ 1,155億円
・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図る
ため、農業水利施設の整備を実施・支援
・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地
の整備を実施・支援
・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるた
め、施設の集約・再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援
・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合を含む防災工
事を支援

⑤　海岸堤防等の対策＜公共＞ １億円
・南海トラフ地震等の大規模地震が想定される地域での堤防の嵩上げ、補強等による
津波・高潮対策や、老朽化が進行した海岸保全施設の改修等を実施

⑵　令和２年７月豪雨等の災害からの復旧・復興

○　災害復旧等事業＜公共＞ 1,017億円
・被災した農地・農業用施設等の速やかな復旧等を実施・支援

令和２年度農林水産関係第３次補正予算の概要
（農村振興局関係）
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１　農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進
　　～コロナを契機とした地方での事業・雇用の創出～
⑴　競争力強化・国土強靱化のための農業農村整備の計画的な推進

農業農村整備事業関係予算は、　　　　　　　　　　　　
当初（臨時・特別の措置を含まない）と補正を合わせて　

6,300億円
①　農業農村整備事業＜公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇農業の競争力強化や農村地域の国土強靱化を図るため、農地の大区画化・汎用化、
農業水利施設の適切な更新・長寿命化、防災重点農業用ため池対策の強化、農業用
ダムの洪水調節機能強化や田んぼダムの取組拡大等を実施・支援
○農村地域のインフラの持続性の確保と農村の活性化を図るため、集落排水施設や農
道の再編、強靱化、高度化等の定住条件の整備を支援
・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図る
ため、農業水利施設の整備を実施・支援
・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地
の整備を実施・支援
・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるた
め、施設の集約・再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援
・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合を含む防災工
事を支援

3,333億円
（3,264億円）

1,855億円

②　農地耕作条件改善事業 248億円
（250億円）

〇農地中間管理機構による担い手への農地の集積・集約化、高収益作物への転換を推
進するため、機構による担い手への農地の集積・集約化が行われる地域等において、
農業者の費用負担の軽減を図りつつ、農地の区画拡大等を支援

③　農業水路等長寿命化・防災減災事業
〇農業生産活動の基盤となる農業水利施設の機能を安定的に発揮させるため、機動的・
効率的な長寿命化・防災減災対策を支援

258億円
（258億円）

④　農山漁村地域整備交付金＜公共＞ 807億円
（943億円）

〇地方の裁量によって実施する農林水産業の基盤整備や農山漁村の防災・減災対策に
必要な交付金を交付

⑵　農地中間管理機構による農地集積・集約化と農業委員会による農地利用の最適化

①　農地の大区画化・汎用化等の推進＜公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇農地中間管理機構が借り入れている農地について、都道府県が、農業者からの申請によ
らず、農業者の費用負担等を求めずに基盤整備事業を実施すること等により、地域の
特性に応じた農地の大区画化・汎用化等を実施・支援
・農地中間管理事業の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集約化を加速化
してコメの生産コストの大幅な削減等を図るため、農地の大区画や排水対策、水管理
の省力化等の整備を実施・支援

（農業農村整備事業）
3,333億円の内数
（3,264億円の内数）

188億円

②　農地耕作条件改善事業（再掲） 248億円
（250億円）

〇農地中間管理機構による担い手への農地の集積・集約化、高収益作物への転換を推
進するため、機構による担い手への農地の集積・集約化が行われる地域等において、
農業者の費用負担の軽減を図りつつ、農地の区画拡大等を支援

２　生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施 ～コロナ禍でも揺るがない生産基盤・セーフティネットの構築～
⑴　畜産・酪農の生産基盤の強化

①　畜産環境対策の推進・畜産バイオマス地産地消対策＜一部公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇資源循環の促進等の酪農家による環境負荷の軽減の取組、家畜排せつ物処理施設の
機能の強化を支援

（環境負荷軽減型酪農経営支援事業）
60億円
（62億円）

（畜産環境対策の推進・畜産バイオマス地産地消対策）
28億円

令和３年度農林水産関係予算の重点事項
(農村振興局関係)

注：各事項の（　）の数値は、「臨時・特別の措置」を除いた令和２年度当初予算額
各事項の記述のうち、〇は当初予算、・は補正予算に関するもの
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・増頭・増産に伴い増加する家畜排せつ物を活用した土づくりを進めるための高品質
な堆肥の生産、家畜排せつ物による水質汚濁・悪臭問題の解消のための施設・機械
等の導入を支援
・「グリーン社会」の実現に向けてエネルギーの地産地消を推進するため、家畜排せつ
物の有効活用に資するバイオガスプラント等の導入を支援

（農山漁村地域整備交付金）
807億円の内数
（943億円の内数）

（畜産クラスター事業）
481億円の内数

②　草地関連基盤整備＜公共＞ （農業農村整備事業）
3，333億円の内数
（3，264億円の内数）

64億円
〇畜産経営規模の拡大や畜産主産地の形成に資する飼料生産の基盤整備等を実施・支援
・畜産クラスター計画を策定した地域での効率的な飼料生産に資する草地整備を実
施・支援

⑵　農業の持続性の確保に向けた生産基盤の強化

①　水田フル活用の推進 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇水田農業での麦・大豆等の本作化への支援のほか、高収益作物の導入・定着への計
画的・一体的な支援等により、水田フル活用を総合的に推進
ア　水田農業の高収益化の推進＜一部公共＞
〇高収益作物の導入・定着を図るため、「水田農業高収益化推進計画」に基づき、国、
地方公共団体等の関係部局が連携し、水田での高収益作物への転換、水田の畑地化・
汎用化のための基盤整備、栽培技術や機械・施設の導入、販路の確保等の取組を計
画的・一体的に推進
・高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進するため、排水改良等による水田
の畑地化・汎用化や、畑地かんがい施設の整備等による畑地・樹園地の高機能化等
の基盤整備を実施・支援
イ　「麦・大豆増産プロジェクト」の推進
・国産の麦・大豆への需要を捉えて国産シェアを拡大するため、水田におけるほ場の団
地化、農業機械・技術の導入による生産体制の強化や基盤整備による汎用化の推進、
豊凶変動に対応した保管施設の整備、商品の開発・マッチング等を支援

（水田活用の直接支払交付金）
3,050億円の内数
（野菜等の生産振興対策）
150億円の内数

（農業農村整備事業）
3,333億円の内数

（強い農業・担い手づくり総合支援交付金等）
162億円の内数

（スマート農業総合推進対策事業）
14億円の内数

（麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト）
１億円

（戦略作物生産拡大支援事業）
１億円

（強い農業・担い手づくり総合支援交付金等）
162億円の内数

（農地耕作条件改善事業）
248億円の内数

（水田の畑地化、畑地・
樹園地の高機能化等の推進）
448億円の内数

（産地生産基盤パワーアップ事業）
342億円の内数
（スマート農業技術の
開発・実証プロジェクト）

62億円の内数

60億円

３　農山漁村の活性化 ～コロナを契機とした都市部から地方への移住を促す環境の整備～
⑴　日本型直接支払の実施

①　多面的機能支払交付金 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇農業・農村の有する多面的機能が維持・発揮されるとともに地域全体で担い手を支
えるため、農業者等で構成される活動組織が農地を農地として維持していくために
行う地域活動、地域住民を含む活動組織が行う地域資源の質的向上を図る活動に交
付金を交付

487億円
（487億円）

②　中山間地域等直接支払交付金 261億円
（261億円）

〇中山間地域等における農業生産条件の不利を補正するため、棚田地域を含む中山間
地域等での農業生産活動を継続して行う農業者等に交付金を交付

⑵　中山間地農業の所得向上を始めとした農山漁村の活性化

①　中山間地農業ルネッサンス事業＜一部公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇棚田を含む傾斜地等の条件不利性や鳥獣被害の増加等の中山間地農業の状況を踏ま
えつつ、地域の特色をいかした多様な取組を後押しするため、多様で豊かな農業と
美しく活力ある農山村の実現、地域コミュニティによる農地等の地域資源の維持・
継承に向けた取組、不測の事態に備えた都市部と農村部の安定的な連携体制の構築
に取り組むモデル地区の創出等を総合的に支援

406億円
（442億円）

②　棚田・中山間地域対策＜一部公共＞ （中山間地域農業農村
総合整備事業）

57億円
（50億円）

（農山漁村地域整備交付金）
807億円の内数
（943億円の内数）

（中山間地域所得確保
対策）
１億円
このほか

関係中山間地域優先枠
199億円

〇棚田地域を始めとする中山間地域における収益力向上を図るため、農業生産を支え
る水路・ほ場等の基盤整備と加工・販売施設等の整備とを一体的に支援
・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の策定と実践を、基盤整備等
の関連事業と併せて総合的に支援

③　農山漁村振興交付金 98億円
（98億円）

〇農山漁村における定住や都市と農山漁村の交流を促進するとともに、関係人口の創出・
拡大を図るため、地域資源を活用した計画策定や各種取組の実践を支援
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ア　農泊の推進
〇農泊を実施するための体制整備、観光コンテンツの磨き上げ、地域全体でのプログ
ラム企画等の取組、ワーケーションの受け入れへの対応、食や景観を活用した高付
加価値コンテンツ開発、農家民宿や古民家等を活用した滞在施設、農林漁業体験施
設の整備等を一体的に支援
イ　農福・林福・水福連携の推進
〇農林水産分野での障害者等の雇用・活躍の場を創出し、農山漁村の維持・発展を図
るため、農福連携に加え、苗木生産や養殖施設といった林福連携・水福連携に資す
る施設の整備、障害者の職場定着を支援する人材の育成、作業手順のマニュアル化
等を一体的に支援
ウ　都市農業の多様な機能の発揮
〇都市農業を振興するため、都市農業での生産体験や交流の場の提供、災害時の避難地
としての活用等について、都市農地の貸借を伴う経営の拡大の取組を優先して支援
エ　農山漁村の持続性確保を実現する次世代型コミュニティビジネスの展開
〇人口密度の低い農山漁村における生業・暮らしを持続的に支えていくため、農林漁
業の振興と併せて、買い物・子育て等の地域のコミュニティの維持に資するサービ
スの提供や、地域内外の若者等の呼び込みを行う事業体の形成に向けた計画策定、
施設整備等を支援
オ　農業・農村の情報通信環境の整備
〇農業・農村のインフラの管理の省力化・高度化、地域活性化、スマート農業の実装
を促進するため、情報通信環境の整備を支援
カ　荒廃化のおそれのある農地の低コストでの維持・管理、不測の事態に備えた生産
の実証
〇荒廃化のおそれのある農地の低コストでの維持・管理、不測の事態に備えた生産・
供給の実証等を行うモデル地区の創出を支援

④　鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇農作物被害のみならず農山漁村の生活に大きな影響を与える鳥獣被害の防止に向け、
捕獲者のサポート体制の構築、捕獲頭数の増加に応じた支援の導入等により捕獲活動
を抜本的に強化するほか、林業関係者によるシカの捕獲効率向上対策等を実施
〇地域資源を有効に活用したジビエ利活用の拡大に向け、捕獲者や処理加工施設の人
材の育成、処理加工施設の整備、プロモーション等による需要拡大の取組を支援
・中山間地域等での農作物の被害の低減を図るため、鳥獣の侵入防止柵の整備、効率
的・効果的な捕獲に向けた生息調査の実施、現場での実践的な捕獲者育成研修の実
施等を支援
・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するため、ジビエ処理加工施設と流
通業者の連携による販売促進等を支援

（鳥獣被害防止総合対
策交付金等）
122億円
（102億円）

うち多面的機能
支払交付金中

６億円
うち中山間地域等
直接支払交付金中

５億円

（所要額）
39億円

⑤　特殊自然災害対策施設緊急整備事業
〇火山の降灰等の被害に対応するため、洗浄用機械・施設等の整備、これと一体的に
行う用水確保対策等を支援

３億円
（３億円）

４　防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進 ～激甚化する災害にも負けない生産基盤の整備～
⑴　防災・減災、国土強靱化の推進

①　農業水利施設、ため池等の対策＜公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水対策を図る
ため、農業水利施設の整備を実施・支援
・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施される農地の整
備を実施・支援
・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策を進めるため、
施設の集約・再編を含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援
・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合工事を含む防
災工事を支援

1,155億円

②　海岸堤防等の対策＜公共＞ １億円
・南海トラフ地震等の大規模地震が想定される地域での堤防の嵩上げ、補強等による
津波・高潮対策や、老朽化が進行した海岸保全施設の改修等を実施

⑵　災害からの復旧・復興

①　災害復旧等事業＜公共＞ 【３年度当初】【２年度３次補正】
〇地震・豪雨等により被災した農地・農業用施設、治山施設、林道施設、漁港施設等
の復旧等を実施・支援
・令和２年７月豪雨等により被災した農地・農業用施設、治山施設、林道施設、漁港
施設等の速やかな復旧等を実施・支援

84億円
（83億円）

1,017億円
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農業農村整備事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額333,256（326,436）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額185,519百万円）

国営かんがい排水事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額106,187（108,274）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額19,080百万円）
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国営農地再編整備事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額37,362（35,127）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額17,824百万円）
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国営総合農地防災事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額25,160（22,579）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額5,980百万円）
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防災情報ネットワーク事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額974（955）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額1,626百万円）
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直轄地すべり対策事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額340（170）百万円】

水資源機構開発事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額7,450（7,138）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額 430百万円）



•
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農業競争力強化基盤整備事業（水利施設等保全高度化事業）のうち

水利施設整備事業＜公共＞
【令和３年度予算概算決定額68,045（71,628）百万円の内数】

（令和２年度第３次補正予算額95,519百万円の内数）
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農業競争力強化基盤整備事業のうち

農業競争力強化農地整備事業＜公共＞
【令和３年度予算概算決定額68,045（71,628）百万円の内数】

（令和２年度第３次補正予算額95,519百万円の内数）
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農地中間管理機構関連農地整備事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額68,045（71,628）百万円の内数】
（令和２年度第３次補正予算額95,519百万円の内数）

農業競争力強化基盤整備事業（水利施設等保全高度化事業）のうち

畑地帯総合整備事業＜公共＞
【令和３年度予算概算決定額68,045（71,628）百万円の内数】

（令和２年度第３次補正予算額95,519百万円の内数）
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中山間地域農業農村総合整備事業＜公共＞【令和３年度予算概算決定額5,683（5,000）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額954百万円）

農村地域防災減災事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額44,909（43,842）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額44,106百万円）
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農村整備事業＜公共＞（新規） 【令和３年度予算概算決定額6,300（ー）百万円】

農村地域防災減災事業のうち

防災重点農業用ため池緊急整備事業＜公共＞（新規）
【令和３年度予算概算決定額

44,909（ー）百万円の内数】



. .

.
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国営造成水利施設ストックマネジメント推進事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額
4,523（5,051）百万円】
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土地改良施設突発事故復旧事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額735（770）百万円】

国営造成施設総合水利調整管理事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額586（ー）百万円】
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直轄管理事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額2,405（2,319）百万円】

基幹水利施設管理事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額3,719（3,773）百万円】
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水利施設管理強化事業＜公共＞（新規） 【令和３年度予算概算決定額1,849（ー）百万円】

国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型）＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額
410（2,193）百万円】
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土地改良施設維持管理適正化事業＜公共＞【令和３年度予算概算決定額3,312（3,312）百万円】

土地改良区体制強化事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額647（619）百万円】
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情報化施工技術調査＜公共＞（新規） 【令和３年度予算概算決定額160（ー）百万円】

農山漁村地域整備交付金＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額80,725（94,275）百万円】
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海岸保全施設整備事業＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額3,875（3,565）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額100百万円）

災害復旧等事業（農地・農業用施設等）＜公共＞ 【令和３年度予算概算決定額8,415（8,314）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額101,676百万円）
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農業用ダムにおける洪水調節機能の強化 （参考２）
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水田農業の高収益化の推進 （参考３）

麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト 【令和３年度予算概算決定額100（ー）百万円】
（令和２年度第３次補正予算額6,000百万円）（参考４）
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農地耕作条件改善事業 【令和３年度予算概算決定額24,790（24,990）百万円】

2030年輸出５兆円目標の実現に向けた「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」の実施 【令和２年度第３次補正予算額39,595百万円、
輸出関連事業30,720百万円】（参考５）
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農業水路等長寿命化・防災減災事業 【令和３年度予算概算決定額25,813（25,813）百万円】



•

•

•
•

•
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農家負担金軽減支援対策事業 【令和３年度予算概算決定額1,275（1,939）百万円】

日本型直接支払 【令和３年度予算概算決定額77,202（77,203）百万円】
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日本型直接支払のうち

多面的機能支払交付金 【令和３年度予算概算決定額48,652（48,652）百万円】

日本型直接支払のうち

中山間地域等直接支払交付金 【令和３年度予算概算決定額26,100（26,100）百万円】
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中山間地農業ルネッサンス事業＜一部公共＞ 【令和３年度予算概算決定額
40,602（44,200）百万円】

日本型直接支払のうち

環境保全型農業直接支払交付金 【令和３年度予算概算決定額2,450（2,451）百万円】
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要　請　活　動

令和２年９月４日㈮に本会は、福島県議会令和３年度県予算編成に対する要望活動を行なった。

自由民主党福島県議会議員会 福島県議会　県民連合議員会

公明党福島県議会議員団

１．持続可能な農業・農村の構築に向けた地域の要望に応えられる農業農村整備関連予算の確保について

２．農村地域の国土強靭化に向けた支援について

３．大規模災害からの復旧・復興に係る支援について

４．土地改良区の経営安定のための支援について

５．農業水利施設の維持・補修・更新事業の積極的な推進について

要請内容

令和３年度県予算編成に対する要望について
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　令和２年11月20日㈮、「シェーンバッハ・サボー」（東京都千代田区平河町）において、「農業農村整備の集

い」が開催され、全国の農業農村整備関係者約500名が参集しました。

　全国水土里ネットの二階会長が「豪雨や台風の影響などにより、多くの災害が発生しています。ご冥福をお祈

りするとともに衷心よりお見舞い申し上げます。皆様方には、復旧・復興の先頭に立って頂いていることに対し

て敬意を表しますとともに、今後も災害からの復旧・復興を全力で進めていきます」と述べた。

　また、進藤金日子参議院議員は、「予算については、当初、補正、更には緊急対策の三つがあり、引き続き、

予算の確保に向けて皆様の要請活動をお願い申し上げます」と述べた。

　さらに、宮崎雅夫参議院議員は、「国政での活動も２年目を迎え、進藤議員と二人で力を合わせて、二階会長

はじめ皆様方のご指導、ご支援を賜りながら土地改良の推進に全力を尽くして参ります」と述べた。その後、国

に対する令和３年度当初予算の十分な確保や大規模災害からの復旧・復興を早急かつ加速度的に進めることな

ど、12項目の要請案が全会一致で採択され、ガンバロウ三唱で集いの一切を終了した。

集い終了後、要請決議採択のもと、関係省庁へ要請活動を行った。

二階俊博全国水土里ネット会長挨拶

進藤金日子参議院議員祝辞

野上浩太郎農林水産大臣祝辞

宮崎雅夫参議院議員祝辞

農業農村整備の集い
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　令和２年11月19日㈭から20日㈮にかけて東北・北海道土地改良事業団体連合会連絡協議会 は、農林水産省、

復興庁、財務省、県選出国会議員に令和３年度農業農村整備関係予算の確保並びに東日本大 震災からの再生・

復興に関する要請活動を行った。

農業農村整備関係予算の確保並びに
東日本大震災からの再生・復興に関する要請について

農業農村整備関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１．新たな農業政策の実現に向け、地域の要望に十分応えられる安定した農業農村整備関連当初予算の

確保について

２．農村地域の国土強靭化に向けた支援について

３．近年の大規模災害からの復旧・復興に係る支援について

４．改正土地改良法の趣旨を踏まえ、土地改良区組織運営の適正化に向けた支援について

５．農業水利施設の維持管理に関する支援について

６．農業用ため池の管理及び保全に係る支援について

７．コロナ禍における農村振興施策に関する支援について

東日本大震災関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１．農地・農業用施設の復旧・復興整備に必要な特例的財政支援措置の継続について

要請内容

葉梨農林水産副大臣へ要請 亀岡復興副大臣へ要請

船橋財政政務官へ要請
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　令和２年度県北管内土地改良区役職員、市町村担当職員研修会は、令和２年９月30日㈬に福島市のホテル福

島グリーンパレス「瑞光の間」において約60名が出席して開催された。

　研修会は、水土里ネット福島県北支部長　佐藤源市氏の挨拶の後、水土里ネット福島　専務理事　菊地和明氏

による「農業・農村これからの視点」と題して講話を頂いた他、水土里ネット福島　総務企画部　次長兼施設管

理課長　谷孝樹氏による「農業水利施設の保全の手引」、続いて、農村振興部　環境整備課長　佐瀬隆聡氏によ

る「水田水管理省力化システムについて」、総務企画部　企画指導課　技術専門員　田川勝弘氏による「未収金

の対応について⑴」、技術専門員　遠藤善正氏による「未収金の対応について⑵」の各研修を行った。

令和２年度
県北管内土地改良区役職員、市町村担当職員研修会を開催

挨拶：佐藤源市県北支部長 講師：菊地和明専務理事

講師：谷　孝樹次長 講師：佐瀬隆聡課長

会場で研修を受講する風景 講師：田川勝弘技術専門員 講師：遠藤善正技術専門員
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東北・北海道土地改良事業団体連合会連絡協議会
令和２年度　管理主任者会議を開催

　令和２年11月25日㈬、福島市のホテル福島グリーンパレスにおいて、東北・北海道土地改良事業団体連合会

連絡協議会　令和２年度　管理主任者会議が開催された。

　はじめに、主催県である水土里ネット宮城　渡辺浩一次長より挨拶があり、会議では各県から事業の内容や取

り組み、技術者の育成、ストックマネジメント、土地改良区の統合についてなど、幅広い分野での活発な意見交

換がされた。

挨拶 : 水土里ネット宮城　渡辺浩一次長

会議の状況⑵

会議の状況⑴

会議の状況⑶
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挨拶 : 村上　豊　土地改良管理課長

会議の状況⑴

挨拶 : 藤田豊喜　全土連　センター所長

会議の状況⑵

東北・北海道土地改良事業団体連合会連絡協議会
令和２年度　施設・財務管理強化対策専門指導員会議を開催

　令和２年11月26日㈭、福島市の杉妻会館において、東北・北海道土地改良事業団体連合会連絡協議会　令和

２年度　施設・財務強化対策専門指導員会議が開催された。

　はじめに、東北農政局　土地改良管理課の村上　豊課長、全国水土里ネット　中央土地改良管理指導センター

の藤田豊喜所長から挨拶があり、会議では、主に土地改良区体制強化事業の中の土地改良施設診断業務や苦情・

紛争などの相談業務について意見交換された。
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挨拶 : 全国水土里ネット　管理指導センター　藤田豊喜所長

会議の状況⑴ 会議の状況⑵

令和２年度　土地改良施設の整備補修
事例検討会【東北・北海道ブロック】を開催

　令和２年11月26日㈭、福島市の杉妻会館において、土地改良施設の整備補修事例検討会が開催された。

　はじめに主催者である、全国水土里ネット土地改良管理指導センターの藤田豊喜所長より挨拶があり、検討会

では、青森県、宮城県、山形県の３県から事例について提案があり、宮城県と山形県の２県が優良事例として選

考された。
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講師 : 石川博利　事務局長

現地研修：明神水門

室内研修会の状況

現地研修：西根堰発電所

令和２年度　土地改良施設の整備補修
事例検討会【東北・北海道ブロック】現地検討会の開催

　令和２年11月27日㈮、伊達西根堰土地改良区において、令和２年度　土地改良施設の整備補修事例検討会の

現地検討会が実施されました。

　現地検討会では、研修会先の土地改良区である水土里ネット伊達西根堰の石川博利事務局長より挨拶があり、

土地改良事務所内において土地改良区の概要説明と藤倉ダムの遠方監視システムについて説明がありました。

　続いて、現地では、ゲートの開閉について管理省力化を図った明神水門、また水路の上に太陽光発電を施し

た、西根堰発電所の２箇所について研修を行った。
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頭首工隧道の見学

ポンプ場の見学

田んぼアートの見学

営農型ソーラー発電の見学

いわき市勿来地区土地改良区が
「農業用施設巡りバスツアー」実施
　令和２年度水土里を育む普及促進事業において、土地改良区が管理する農業施設（頭首工、水路、ポンプ場、

農地）をバスで巡りながら機能保全・管理の重要性を学ぶ目的で、「農業用施設巡りバスツアー」を実施した。

　いわき市勿来地区土地改良区、県いわき農林事務所、いわき市農地課が事務局となって、令和２年10月５日

㈪に、開催した。

　一般の参加者は地区の区長３名、山田ほ場整備組合２名、井上用水堰組合員５名、地区農業者３名の計13名

が参加した。

　いわき市勿来地区土地改良区が管理または関係する農業施設等として頭首工、田んぼアート、ポンプ場、営農

型ソーラー発電を視察見学した。

　頭首工では、高柴ダム、農業用水、工業用水との取水関係や建設時は山地が極めて近く難工事であったが対岸

からのゲートの取り付けや長距離隧道が設けられ農業用水として地区の田んぼを潤す事を見学した。また、農業

用水は、田んぼを潤す以外に防火用水などの災害防止の役割をしていることを学んだ。

　田んぼアートでは地域住民、教育機関と連携し農村地域の活性化や子供達に農業に興味をもたらし休耕田の削

減や鳥獣被害防していることを学んだ。さらに最近は田んぼに生息する微生物で微生物発電実験を支援し高校、

大学との交流を深めていた。

　営農型ソーラー発電は、農業収益向上のを目的とした先進農業の取組みで、関係機関の支援や手続方法、設置

後の耕作方法、収益について興味ある説明があり今後の新しい農業農村を考える参考になった。

　今回の参加者は、農業用施設の多面的な役割、地域住民と教育機関連携による耕作放棄地防止活動や先進的な

農業の取組みについて見学し、農業農村の役割について理解を深めた。
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第18回　治右衛門の堰「あじさい祭り」
～ 愛谷江筋はどこから流れてくるのかな?　施設巡りバスツアー ～

西根堰の隧道探検
～ 水とともに栄える西根郷・水の大切さを考える ～

　いわき市立平第三小学校の４年生56名を対象とした第18回治右衛門の堰「あじさい祭り」、「愛谷江筋はどこ

から流れてくるのかな？」施設巡りバスツアー（主催：愛谷江筋愛護会、共催水土里ネット愛谷堰）が、令和２

年11月25日㈬に開催された。

　当日は晴天に恵まれ、参加した児童達は水土里ネット愛谷堰菅波事務局長の説明で、愛谷頭首工、北白土除塵

機、新川サイフォンなどの施設を見学し、先人達の偉業と愛谷江筋の歴史を知り、改良区の役割と施設の重要性

を学んだ。

愛谷頭首工で説明を受ける児童⑴

上堰第１号隧道の出口で説明を受ける参加者 竹ノ花隧道では、自然の岩肌を残す姿を見学

愛谷頭首工で説明を受ける児童⑵ サイフォンの原理の説明を受ける児童

　伊達西根堰土地改良区主催により令和３年１月14日㈭に「西根堰の隧道探検」が開催された。

　施設の近隣市町より10名が参加者し、摺上川から取水する「上堰第１号隧道」と自然の岩を掘削した姿が残

る「竹ノ花隧道」の２箇所について「隧道探検」を行い、普段入ることが出来ない土地改良施設の構造や役割を

実際に体験しながら見学した。

また、先人達が築き上げた土地改良施設の歴史や農業用水の役割、重要性についても理解を深めた。

　参加者は初めて体験する隧道探検で、先人達の偉業に驚き、そして苦労を知り、豊かな水の大切さを学んだ。
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　令和２年11月19日㈭、水土里ネット福島市主催による「栗本堰 を訪ねる小学生勉強会」がおこなわれ、地

元の福島市立大笹生小学校の４年生13名が参加し、土地改良区が管理する施設の見学及び水質調査を体験した。

　参加した児童達は、頭首工や円筒分水工について水土里ネット福島市の担当者から説明を受け、施設の大きさ

に驚き、先人達の偉業に感心をしていた。

　その後、児童達は分水工（上流）と水路末端（下流）の水を、水質測定機器等を使用して調査をおこない、水

質の違いを自ら実感し、水の大切さを学んだ。

栗本堰 を訪ねる小学生勉強会
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「ふくしま　むらの輝き2020」
写真コンテスト

　福島県多面的機能支払推進協議会が主催する「ふくしま　むらの輝き2020」写真コンテスト審査会が、令和

２年12月21日㈪に福島市の県土地改良会館で行われた。

　本コンテストは、写真を通して農村の「良さ」を再発見するとともに、そして、この大切な農村風景を知恵と

工夫で守っている多面的機能支払交付金による対策を多くの方に知っていただくことで、農業・農村に対する理

解を深めてもらうことを目的に毎年、行っている。

　本年度も数多く寄せらた作品の中から審査会で優秀作品が決定された。

　最優秀賞に決定した佐藤さんの応募作品には、秋の空を背に稲刈りを行っている主人をトラックの中から早く

終わらないかと退屈そうに待っている風景が映し出されている。

「稲刈り早く終わらないかな」（撮影地：西郷村）佐藤　弘さん

【最優秀賞】テ－マ共通

「ふくしま　むらの輝き2020」写真コンテスト受賞者
テーマ区分 受賞区分 題　　名 氏　　名 住　　所
テーマ共通 最優秀賞 「稲刈り早く終わらないかな」 佐　藤　　　弘 西 郷 村

地域ぐるみ活動

優 秀 賞
大堰掃除をする若者達 佐　山　勝　信 会 津 若 松 市
お田植え祭 相　楽　執　一 郡 山 市

入　　選
触れ合い 長谷川　錦　治 い わ き 市
稲刈り体験 大　島　市　郎 会 津 若 松 市
心も豊作 山　口　元　広� 三 春 町

農 村 風 景

優 秀 賞
秋味おにぎり 熊　谷　理　絵 い わ き 市
秋陽を浴びて 鈴　木　彦　三 福 島 市

入　　選
今年も豊作 鈴　木　和　彦�� 福 島 市
有終の美 紺　野　哲　夫� 福 島 市
収穫の笑顔 佐　藤　由　弘 伊達郡川俣町

（敬称略）
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◆ 福島市土地改良区　　　http://fukutokai.web.fc2.com/
◆ 伊達西根堰土地改良区　https://nishine01.hatenablog.com/
◆ 安積疏水土地改良区　　http://www.asakasousui.jp/
◆ 矢吹原土地改良区　　　http://yabukihara.org/
◆ 会津北部土地改良区　　http://www.aizuhokubu.or.jp/
◆ 会津宮川土地改良区　　http://www.aizumiyakawa.jp/
◆ 戸ノ口堰土地改良区　　http://www.tonokutiseki-tochikairyouku.com/
◆ 南相馬土地改良区　　　http://midorinet-minamisouma.jp/
◆ 請戸川土地改良区　　　http://www.ukedogawa.jp/
◆ 愛谷堰土地改良区　　　http://www8.plala.or.jp/aiya/
◆ 鮫川堰土地改良区　　　https://samegawa-mdr.jimdofree.com/

県内の土地改良区ホームページをご紹介いたします。

土地連の登録内容及び有資格者数

土地連の登録内容（Ｒ３.１.１現在） 各種有資格者数（Ｒ３.１.１現在）

登　録　内　容 登録年月日・登録番号 NO 資　格　名　称 資格人数
建設コンサルタント Ｒ２.12．３付更新

建02第7079号
農業土木部門

測量業者部門 １ 測量士 19
２ 測量士補 24
３ GIS　１級 １

建設コンサルタント部門 ４ 技術士（農業部門） ５
５ 技術士補（農業部門） 22

測量業者登録 Ｒ２.９.７付更新
登録第⑶-032811号

６ 技術士補（環境部門） １
７ RCCM（農業土木） ３
８ RCCM（下水道） １

建築コンサルタント部門 ９ ２級建築士 １
浄化槽保守点検業者登録 Ｈ30.５.14付更新

福島県知事登録第1353号
Ｈ30.５.14付登録
福島市長登録第26号

換地部門 10 土地改良換地士 ９
11 土地改良補償業務管理者 ５

集落排水、維持管理部門 12 上級農業集落排水計画設計士 ３
13 農業集落排水計画設計士 １
14 浄化槽技術管理者 12
15 浄化槽管理士 12

各部門関連資格 16 農業水利施設機能総合診断士 １
農業農村整備事業
発注者支援機関認定

Ｈ28.３.31付認定
第1607号

17 農業水利施設補修工事品質管理士 １
18 農業農村地理情報システム技士 ３
19 農業土木技術管理士 ３
20 土地改良専門技術者 10
21 １級土木施工管理技士 ６
22 ２級土木施工管理技士 １
23 ２級管工事施工管理技士 １
24 第３種電気主任技術者 １
25 浄化槽設備士 １
26 公害防止管理者 １
27 会計指導員 ６

「農家のみなさんへ」の放送内容は、水土里ネット福島のホームページに掲載しております。
ホームページアドレス　https://www.midorinet-fukushima.jpにて、ご愛読くださるようお願い致します。お知らせ

農業農村整備の調査測量設計・農業集落排水事業・換地業務・確定測量・その他土地改良事業のご相談は

福島県土地改良事業団体連合会
〒960-8502　福島市南中央三丁目36番地


